
(57)【要約】

燃料噴射弁（３１，４８）、特に内燃機関の燃料噴射装

置の噴射弁、は第１の弁ニードル）（３５，５２）と協

働する第１のアクチュエータを有している。第１の弁ニ

ードル（３５，５２）に配置された第１の弁閉鎖体（３

６，５３）は第１のシール座（３８，５５）の第１の弁

座面（３７，５４）と協働する。第２のアクチュエータ

は第２の弁ニードル（３９，５６）と協働し、その際、

第２の弁ニードル（３９，５６）に配置された第２の弁

閉鎖体（４０，５７）は第２のシール座（４２，５９）

の第２の弁座面（４１，５８）と協働する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 噴 射 弁 （ ３ １ ， ４ ８ ） 、 特 に 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 用 の 噴 射 弁 で あ っ て 、 第 １ の ア
ク チ ュ エ ー タ を 備 え 、 こ れ は 第 １ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ， ５ ２ ） と 協 働 し 、 そ の 際 、 第 １ の
弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ， ５ ２ ） に 配 置 さ れ た 第 １ の 弁 閉 鎖 体 （ ３ ６ ， ５ ３ ） が 、 第 １ の シ ー ル
座 （ ３ ８ ， ５ ５ ） の 第 １ の 弁 座 面 （ ３ ７ ， ５ ４ ） と 協 働 す る 形 式 の も の に お い て 、 第 ２ の
ア ク チ ュ エ ー タ が 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ９ ， ５ ６ ） と 協 働 し 、 そ の 際 、 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル
（ ３ ９ ， ５ ６ ） に 配 置 さ れ た 第 ２ の 弁 閉 鎖 体 （ ４ ０ ， ５ ７ ） が 第 ２ の シ ー ル 座 （ ４ ２ ， ５
９ ） の 第 ２ の 弁 座 面 （ ４ １ ， ５ ８ ） と 協 働 す る こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
弁 ニ ー ド ル の 少 な く と も １ つ （ ３ ５ ， ５ ６ ） が 中 空 ニ ー ド ル と し て 構 成 さ れ て い て 、 他 方
の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ９ ， ５ ２ ） を 取 り 囲 み か つ 案 内 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記
載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ， ３ ９ ， ５ ２ ， ５ ６ ） が 同 軸 的 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ２ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
弁 座 体 （ ３ ３ ， ５ ０ ） が 複 数 の 噴 口 を 備 え た 第 １ の 円 周 方 向 の 穴 円 （ ４ ６ ， ６ ２ ） を 有 し
て お り 、 こ れ ら の 噴 口 は 、 弁 座 体 （ ３ ３ ， ５ ０ ） 内 に 次 の よ う に 、 す な わ ち 第 １ の シ ー ル
座 （ ３ ８ ， ５ ５ ） が 第 １ の 穴 円 （ ４ ６ ， ６ ２ ） を 燃 料 供 給 部 （ ４ ４ ， ６ ０ ） に 対 し て シ ー
ル す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の 噴 口 を 備 え た 第 ２ の 円 周 方 向 の 穴 円 （ ４ ７ ， ６ ３ ） が 次 の よ う に 、 す な わ ち 、 第 １
の シ ー ル 座 （ ３ ８ ， ５ ５ ） 及 び 第 ２ の シ ー ル 座 （ ４ ２ ， ５ ９ ） が 第 ２ の 穴 円 （ ４ ７ ， ６ ３
） を 燃 料 供 給 部 （ ４ ４ ， ６ ０ ） に 対 し て シ ー ル す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ） が 中 空 ニ ー ド ル で あ り 、 か つ 燃 料 供 給 部 （ ４ ４ ） が 円 周 方 向 で
第 １ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ） の 外 方 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 第 １ の 穴 円 （ ４ ６ ） が 第 １ の シ
ー ル 座 （ ３ ８ ） と 第 ２ の シ ー ル 座 （ ４ ２ ） と の 間 で 弁 座 体 （ ３ ３ ） に 配 置 さ れ て お り 、 か
つ 第 ２ の 穴 円 （ ４ ７ ） が 燃 料 噴 射 弁 （ ３ １ ） の 中 心 軸 線 （ ４ ５ ） に 向 か っ て 第 ２ の シ ー ル
座 （ ４ ２ ） の 内 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ 及 び 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル （ ５ ２ ， ５ ６ ） が 中 空 ニ ー ド ル で あ り 、 か つ 第 １ の 弁 ニ ー ド ル
（ ５ ２ ） 及 び 第 １ の 弁 閉 鎖 体 （ ５ ３ ） が 第 １ の シ ー ル 座 （ ５ ５ ） に 面 し て 内 孔 を 有 し て お
り 、 か つ 燃 料 供 給 部 （ ６ ０ ） が こ の 内 孔 に よ っ て 燃 料 を 供 給 さ れ 、 第 １ の 穴 円 が 第 １ の シ
ー ル 座 （ ５ ５ ） と 第 ２ の シ ー ル 座 （ ５ ９ ） と の 間 で 弁 座 体 （ ５ ０ ） 内 に 配 置 さ れ て お り 、
か つ 第 ２ の 穴 円 （ ６ ３ ） が 燃 料 噴 射 弁 （ ４ ８ ） の 中 心 軸 線 （ ６ １ ） に 関 し て 第 ２ の シ ー ル
座 （ ５ ９ ） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ８ 】
第 １ の 穴 円 （ ４ ６ ， ６ ２ ） の 噴 口 及 び 第 ２ の 穴 円 （ ４ ７ ， ６ ３ ） の 噴 口 が 互 い に 異 な っ た
噴 射 角 度 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃
料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ９ 】
第 １ の 穴 円 （ ４ ６ ， ６ ２ ） の 噴 口 が 第 ２ の 穴 円 （ ４ ７ ， ６ ３ ） の 噴 口 に 対 し て 、 円 周 方 向
の 角 度 だ け ず ら さ れ て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ か ら ８ ま で の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 １ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ５ ， ５ ２ ） 及 び 第 １ の 弁 閉 鎖 体 ３ ６ ， ５ ３ ） が 一 体 に 、 か つ 又 は 第
２ の 弁 ニ ー ド ル （ ３ ９ ， ５ ６ ） 及 び 第 ２ の 弁 閉 鎖 体 （ ３ ９ ， ５ ６ ） が 一 体 に 、 構 成 さ れ て
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い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
背 景 技 術
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に よ る 燃 料 噴 射 弁 か ら 出 発 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
弁 ニ ー ド ル を 有 し 、 こ の 弁 ニ ー ド ル が ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 操 作 さ れ る 燃 料 噴 射 弁 は 公
知 で あ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ は 例 え ば 電 磁 的 な コ イ ル あ る い は 圧 電 エ レ メ ン ト か ら 成 っ て い
る 。 例 え ば 上 位 概 念 に 記 載 し た 燃 料 噴 射 弁 は  Ｄ Ｅ  ３ ５  ４ ０  ６ ６ ０  Ｃ ２  に 記 載 さ れ て
い る 。 こ の 場 合 、 電 磁 的 に 操 作 可 能 な 燃 料 噴 射 弁 で あ る 。 こ の 燃 料 噴 射 弁 は 弁 ケ ー シ ン グ
を 有 し て お り 、 こ の 弁 ケ ー シ ン グ 内 に 、 コ イ ル 支 持 体 上 に 磁 石 コ イ ル が 配 置 さ れ て い る 。
弁 ニ ー ド ル は シ ー ル 座 の 弁 座 面 と 協 働 す る 。 そ の 磁 石 コ イ ル に 面 し た 端 部 に お い て 、 弁 ニ
ー ド ル は 接 極 子 と 固 く 結 合 さ れ て い る 。 接 極 子 及 び 弁 ニ ー ド ル は 戻 し ば ね に よ り シ ー ル 座
に 負 荷 さ れ る 。 磁 石 コ イ ル に 電 圧 が 印 加 さ れ 、 か つ こ れ に よ り 磁 石 コ イ ル を 通 し て 電 流 が
流 れ る と 、 生 ず る 磁 界 に よ っ て 接 極 子 が 戻 し ば ね の 力 に 抗 し て 引 き つ け ら れ 、 弁 ニ ー ド ル
を そ の シ ー ル 座 か ら 引 き 離 す 。 弁 座 に 続 い て い る 噴 口 を 通 っ て 、 燃 料 が 出 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 公 知 の 燃 料 噴 射 弁 の 欠 点 は 、 燃 料 の 分 配 及 び 量 の 調 節 が 極 め て 制 限 さ れ て い る こ と で
あ る 。 例 え ば 燃 料 が 燃 料 噴 射 弁 か ら 出 る 方 向 が 、 噴 口 の 方 向 に よ っ て 定 め ら れ て い る 。 特
に 希 薄 混 合 思 想 及 び 成 層 燃 焼 法 に お い て 燃 焼 室 内 へ の 直 噴 と 組 み 合 わ せ て 必 要 で あ る よ う
な 種 々 の 運 転 状 態 に 適 合 さ せ る こ と は 、 極 め て 困 難 で あ り 、 あ る い は そ れ ど こ ろ か 行 う こ
と が で き な い 。 こ の た め に は 、 種 々 の 運 転 状 態 の も と で 、 種 々 の 方 向 に 噴 射 角 度 を 達 成 す
る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｄ Ｅ  ４ ０  ２ ３  ２ ２ ３  Ａ １  か ら 公 知 の 内 燃 機 関 用 の 燃 料 噴 射 弁 は そ の 燃 焼 室 側 の 端 部
に ２ つ の 噴 口 の 穴 円 を 有 し て い る 。 両 方 の 穴 円 を 別 個 に 制 御 す る た め に 、 燃 料 噴 射 弁 は ノ
ズ ル 体 内 に ２ つ の 同 軸 的 な 弁 ニ ー ド ル を 有 し て い る 。 両 方 の 弁 ニ ー ド ル の 、 燃 焼 室 側 の 端
区 分 の 範 囲 内 に 、 や は り 同 軸 的 に 分 離 ス リ ー ブ が 両 方 の 弁 ニ ー ド ル の 間 に 配 置 さ れ て お り
、 こ の 分 離 ス リ ー ブ は そ の 端 面 で 、 両 方 の 弁 ニ ー ド ル の 弁 座 面 と 共 通 な 弁 座 面 と 協 働 す る
。 両 方 の 穴 円 は 弁 ニ ー ド ル に 沿 っ て そ れ ぞ れ １ つ の 固 有 の 燃 料 供 給 部 に よ り 燃 料 を 供 給 さ
れ 、 そ の 際 、 両 方 の 燃 料 供 給 部 の そ れ ぞ れ に は 固 有 の 燃 料 噴 射 ポ ン プ が 設 け ら れ て い る 。
こ れ に よ っ て 、 両 方 の 穴 円 の 噴 口 の 流 過 量 及 び 方 向 を 種 々 に 決 め る こ と が 可 能 で あ り 、 か
つ し た が っ て 両 方 の 弁 ニ ー ド ル を 別 個 に 制 御 し て 燃 料 供 給 部 の 方 向 及 び 量 を あ る 程 度 の 範
囲 内 で 制 御 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 欠 点 は 全 体 と し て 多 部 分 よ り 成 る 構 造 で あ る
。 そ れ は ３ つ の 高 精 度 の 構 造 部 分 、 す な わ ち 両 方 の 弁 ニ ー ド ル 及 び 分 離 ス リ ー ブ を 、 極 め
て 高 精 度 に 製 作 し な け れ ば な ら ず 、 か つ 、 原 理 的 に ２ つ の 燃 料 噴 射 ポ ン プ あ る い は 各 燃 料
噴 射 弁 の た め に 複 式 に 作 用 す る １ つ の 燃 料 噴 射 ポ ン プ を 設 け る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 ま
た 、 全 体 と し て ３ つ の シ ー ル 座 、 す な わ ち 第 １ の 弁 ニ ー ド ル の た め 、 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル の
た め 及 び 分 離 ス リ ー ブ の た め の シ ー ル 座 が 設 け ら れ て い る こ と も 、 欠 点 で あ る 。 同 様 に 、
制 御 が 純 粋 に 液 力 に よ り 行 わ れ 、 か つ 個 々 の 、 パ フ ォ ー マ ン ス 特 性 に 関 連 す る 調 節 を 、 １
つ の ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 制 御 さ れ る 燃 料 噴 射 弁 に お け る よ う な 程 度 に 行 う こ と が で き
な い こ と も 欠 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｄ Ｅ  ２ ７  １ １  ３ ９ １ Ａ １  か ら 、 ２ つ の 弁 ニ ー ド ル を 備 え た 燃 料 噴 射 弁 が 公 知 で あ る 。
両 方 の 弁 ニ ー ド ル は そ れ ぞ れ １ つ の ば ね に よ り 閉 鎖 方 向 に 負 荷 さ れ 、 か つ そ れ ぞ れ １ つ の
、 シ ー ル 座 の 弁 座 面 と 協 働 す る 。 両 方 の 弁 ニ ー ド ル に よ っ て 、 異 な っ た 噴 口 か 開 放 さ れ る
。 弁 ニ ー ド ル の 制 御 は 純 粋 に 液 力 に よ り 行 わ れ 、 そ の 際 開 放 順 序 は 両 方 の 弁 ニ ー ド ル の 両
方 の 閉 鎖 ば ね の 異 な っ た ば ね 力 に よ っ て さ だ め ら れ る 。 典 型 的 に ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 制
御 さ れ る 燃 料 噴 射 弁 に お い て 極 め て 良 好 に 可 能 で あ る よ う な 、 内 燃 機 関 の パ フ ォ ー マ ン ス
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特 性 へ の 適 合 は 、 し た が っ て 行 う こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
発 明 の 利 点
請 求 項 １ の 特 徴 構 成 要 件 を 備 え た 本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 は こ れ に 対 し 、 パ フ ォ ー マ ン ス
特 性 及 び 特 に 希 薄 混 合 思 想 の 必 要 に 適 合 し た 燃 焼 室 内 の 燃 料 の 分 配 を
可 能 に す る と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 に 、 燃 料 が 燃 料 噴 射 弁 の 噴 射 像 に お い て 分 配 さ れ る 角 度 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ
の こ と は 、 本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 に お い て 、 そ れ ぞ れ 固 有 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 操
作 さ れ る ２ つ の 弁 ニ ー ド ル を 備 え た 構 造 に よ っ て 、 可 能 で あ る 。 な か ん ず く 、 そ れ ぞ れ １
つ の ア ク チ ュ エ ー タ を 介 し て の 操 作 に よ っ て 、 燃 料 噴 射 弁 は 内 燃 機 関 の パ フ ォ ー マ ン ス 特
性 に 良 好 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 属 請 求 項 に 記 載 し た 手 段 に よ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 燃 料 噴 射 弁 の 有 利 な 展 開 及 び 改
善 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
有 利 に は 、 両 方 の 弁 ニ ー ド ル の 両 方 の シ ー ル 座 に よ っ て 、 ２ つ の 異 な っ た 噴 口 穴 円 を 操 作
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
異 な っ た 穴 円 の 噴 口 は 特 に 異 な っ た 噴 射 角 度 を 有 す る こ と が で き 、 か つ 互 い に ず ら し て お
く こ と が で き る 。 有 利 に は 、 噴 射 量 及 び 機 関 負 荷 が わ ず か で あ る 場 合 に 、 最 初 単 に 一 方 の
弁 ニ ー ド ル だ け を 操 作 し 、 し た が っ て 第 １ の 穴 円 だ け を 開 く こ と が で き る 。 こ の 穴 円 は 例
え ば 噴 口 の わ ず か な 噴 射 角 度 を 有 し て お り 、 し た が っ て 個 々 の 噴 口 の 燃 料 噴 流 か ら 成 る 、
全 体 と し て わ ず か な 角 度 範 囲 を 有 す る 燃 料 噴 流 体 が 形 成 さ れ る 。 内 燃 機 関 の 負 荷 が 大 き く
な り 、 相 応 し て 希 薄 混 合 思 想 で 運 転 さ れ る 内 燃 機 関 の 成 層 運 転 の 必 要 が あ る 場 合 に 、 第 ２
の 弁 ニ ー ド ル も シ ー ル 座 か ら 引 き 離 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 今 や 第 ２ の 噴 口 穴 円 も 開 放 さ れ
る 。 第 ２ の 噴 口 穴 円 は 大 き な 噴 射 角 度 で 配 置 し て お く こ と が で き る 。 全 体 と し て 噴 射 さ れ
る 燃 料 の 雲 は 、 大 き な 角 度 範 囲 で 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
実 施 例 の 説 明
ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 操 作 さ れ る 弁 ニ ー ド ル を 有 す る 上 位 概 念 に よ る 燃 料 噴 射 弁 の １ 実
施 例 並 び に 本 発 明 の 実 施 例 は 図 面 に 簡 単 化 し て 示 さ れ て お り 、 以 下 に お い て 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ 及 び ３ に よ っ て 、 本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 の ２ つ の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本
発 明 の 良 好 な 理 解 の た め に 、 ま ず 図 １ に よ っ て 、 既 に 公 知 の 、 １ つ の ア ク チ ュ エ ー タ を 備
え た 燃 料 噴 射 弁 の 、 重 要 な 構 成 部 分 に つ い て 、 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
燃 料 噴 射 弁 １ は 混 合 気 圧 縮 火 花 点 火 式 の 内 燃 機 関 の 、 燃 料 噴 射 装 置 の 燃 料 噴 射 弁 の 形 で 構
成 さ れ て い る 。 燃 料 噴 射 弁 １ は 特 に 、 燃 料 を 内 燃 機 関 の 図 示 し て い な い 燃 焼 室 内 に 直 接 に
噴 射 す る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
燃 料 噴 射 弁 １ は ノ ズ ル 体 ２ か ら 成 っ て お り 、 こ の ノ ズ ル 体 内 で 弁 ニ ー ド ル ３ が 案 内 さ れ て
い る 。 弁 ニ ー ド ル ３ は 弁 閉 鎖 体 ４ と 作 用 結 合 さ れ て お り 、 こ の 弁 閉 鎖 体 は 、 弁 座 体 ５ 上 に
配 置 さ れ た シ ー ル 座 の 弁 座 面 ６ と 協 働 す る 。 燃 料 噴 射 弁 １ は 実 施 例 で は 内 方 に 向 か っ て 開
く 燃 料 噴 射 弁 １ で あ っ て 、 噴 口 ７ を 有 し て い る 。 ノ ズ ル 体 ２ は シ ー ル ８ に よ っ て 、 こ こ で
は ア ク チ ュ エ ー タ と し て 作 用 す る 磁 石 コ イ ル １ ０ の 外 極 ９ に シ ー ル さ れ て い る 。 磁 石 コ イ
ル １ ０ は コ イ ル ケ ー シ ン グ １ １ 内 に 密 封 さ れ て い て 、 コ イ ル 支 持 体 １ ２ 上 に 巻 か れ て お り
、 こ の コ イ ル 支 持 体 は 磁 石 コ イ ル １ ０ の 内 極 １ ３ に 接 触 し て い る 。 内 極 １ ３ 及 び 外 極 ９ は
ギ ャ ッ プ ２ ６ に よ っ て 互 い に 隔 て ら れ て お り 、 結 合 構 造 部 分 ２ ９ に 支 え ら れ て い る 。 磁 石
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コ イ ル １ ０ は 導 線 １ ９ を 介 し て 、 電 気 的 な 差 し 込 み 接 点 １ ７ を 介 し て 給 電 可 能 な 電 流 に よ
り 励 起 さ れ る 。 差 し 込 み 接 点 １ ７ は プ ラ ス チ ッ ク 包 囲 体 １ ８ に よ り 取 り 囲 ま れ て お り 、 こ
の プ ラ ス チ ッ ク 包 囲 体 は 内 極 １ ３ に 鋳 着 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
弁 ニ ー ド ル ３ は 弁 ニ ー ド ル 案 内 １ ４ 内 で 案 内 さ れ て お り 、 こ の 弁 ニ ー ド ル 案 内 は デ ィ ス ク
形 に 構 成 さ れ て い る 。 行 程 調 整 の た め に 、 調 整 デ ィ ス ク １ ５ が 役 立 つ 。 調 整 デ ィ ス ク １ ５
の 他 方 の 側 に は 接 極 子 ２ ０ が あ る 。 こ の 接 極 子 は フ ラ ン ジ ２ １ を 介 し て 摩 擦 力 接 続 で 弁 ニ
ー ド ル ３ と 結 合 さ れ て お り 、 弁 ニ ー ド ル ３ は 溶 接 継 ぎ 目 ２ ２ に よ っ て フ ラ ン ジ ２ １ と 結 合
さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ２ １ 上 に は 戻 し ば ね ２ ３ が 支 え ら れ て お り 、 こ の 戻 し ば ね は 燃 料 噴
射 弁 １ が 図 示 の よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 に 、 ス リ ー ブ ２ ４ に よ っ て 、 前 緊 縮 さ れ て い る
。 弁 ニ ー ド ル 案 内 １ ４ 、 接 極 子 ２ ０ 及 び 弁 座 体 ５ に は 燃 料 通 路 ３ ０ ａ ～ ３ ０ ｃ が 延 び て お
り 、 こ れ ら の 燃 料 通 路 は 、 中 央 の 燃 料 供 給 部 １ ６ を 介 し て 供 給 さ れ 、 か つ フ ィ ル タ エ レ メ
ン ト ２ ５ に よ っ て 濾 過 さ れ る 燃 料 を 噴 口 ７ に 導 く 。 燃 料 噴 射 弁 １ は シ ー ル ２ ８ に よ っ て 、
図 示 し て い な い シ リ ン ダ ヘ ッ ド 若 し く は 燃 料 分 配 器 に 対 し て シ ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
燃 料 噴 射 弁 １ が 休 止 状 態 に あ る 場 合 、 接 極 子 ２ ０ は 戻 し ば ね ２ ３ に よ っ て そ の 行 程 方 向 と
は 逆 向 き に 負 荷 さ れ 、 弁 閉 鎖 体 ４ が 弁 座 ６ に シ ー ル 接 触 状 態 に 保 た れ る 。 磁 石 コ イ ル １ ０
が 励 磁 さ れ る 場 合 、 磁 石 コ イ ル は 磁 界 を 生 ぜ し め 、 こ の 磁 界 は 接 極 子 ２ ０ を 戻 し ば ね ２ ３
の ば ね 力 に 抗 し て 行 程 方 向 に 動 か し 、 そ の 際 、 行 程 は 休 止 位 置 に お い て 内 極 １ ２ と 接 極 子
２ ０ と の 間 に あ る 作 業 ギ ャ ッ プ ２ ７ に よ っ て 定 め ら れ て い る 。 接 極 子 ２ ０ は フ ラ ン ジ ２ １
を 連 行 し 、 こ の フ ラ ン ジ は 弁 ニ ー ド ル ３ と 溶 接 さ れ て い て 、 や は り 行 程 方 向 に 連 行 さ れ る
。 弁 ニ ー ド ル ３ と 作 用 結 合 さ れ て い る 弁 閉 鎖 体 ４ は 弁 座 面 か ら 引 き 離 さ れ 、 燃 料 は 噴 口 ７
を 介 し て 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
コ イ ル 電 流 が 遮 断 さ れ る と 、 接 極 子 ２ ０ が 、 磁 界 が 充 分 に 減 少 し た 後 に 、 戻 し ば ね ２ ３ の
圧 力 に よ っ て 内 極 １ ３ か ら 離 れ 、 こ れ に よ っ て 弁 ニ ー ド ル ３ と 作 用 結 合 し て い る フ ラ ン ジ
２ １ が 行 程 方 向 と は 逆 向 き に 動 か さ れ る 。 弁 ニ ー ド ル ３ は こ れ に よ っ て 同 じ 方 向 に 動 か さ
れ 、 こ れ に よ っ て 弁 閉 鎖 体 ４ が 弁 座 面 ６ 上 に 座 着 し 、 か つ 燃 料 噴 射 弁 １ が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ に お い て は 、 本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 ３ １ の 燃 焼 室 側 の 区 分 が 、 弁 体 ３ ２ の 下 方 区 分
と 共 に 、 示 さ れ て い る 。 弁 座 体 ３ ３ は リ ン グ 形 の 円 周 方 向 の 溶 接 継 ぎ 目 ３ ４ を 介 し て 弁 体
３ ２ と 結 合 さ れ て い る 。 こ こ に 図 示 し て い る 構 造 で は 弁 閉 鎖 体 ３ ６ と 一 体 に 結 合 さ れ て い
て 、 か つ 中 空 円 筒 状 に 構 成 さ れ て い る 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ３ ５ は 、 外 側 の シ ー ル 座 ３ ８ の 弁
座 面 ３ ７ と 協 働 す る 。 そ の 燃 焼 室 に 面 し た 区 分 に お い て や は り 弁 閉 鎖 体 ４ ０ と 一 体 に 構 成
さ れ て い る 第 ２ の 内 実 の 弁 ニ ー ド ル ３ ９ は 、 第 ２ の 内 側 の シ ー ル 面 ４ ２ の 第 ２ の 弁 座 面 ４
１ と 協 働 し 、 こ の 弁 座 面 は や は り 弁 座 体 ３ ３ 内 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル ３ ９
は 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ３ ５ の 内 側 の 縦 開 口 ６ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
弁 座 体 ３ ３ は 内 側 の 案 内 開 口 ６ ５ を 有 し て お り 、 こ の 案 内 開 口 内 で 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ３ ５
が そ の 弁 閉 鎖 体 ３ ６ を も っ て 案 内 さ れ て い る 。 燃 料 室 ４ ３ に 続 い て 、 中 心 軸 線 ４ ５ か ら 、
弁 閉 鎖 体 ３ ６ を 備 え た 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ３ ５ の 外 側 に 、 矢 印 で 示 し た 燃 料 供 給 部 ４ ４ が 第
１ の シ ー ル 座 ３ ８ に 位 置 し て い る 。 こ の 燃 料 供 給 部 ４ ４ は 例 え ば 次 の こ と に よ っ て 、 す な
わ ち 弁 閉 鎖 体 ３ ６ の 外 周 面 に 扁 平 部 が 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 設 け ら れ て お り 、 し た が
っ て 燃 料 は 案 内 孔 ６ ５ 内 で 下 流 側 に 流 れ る こ と が で き る 。 第 １ の 外 側 の 噴 孔 穴 円 ４ ６ が 弁
座 体 ３ ３ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の 内 側 の 噴 孔 穴 円 ４ ７ が 弁 座 体 ３ ３ 内 に 配 置
さ れ て い る 。 第 １ の 穴 円 ４ ６ の 噴 孔 は こ こ に 示 し た 実 施 形 で は 中 心 軸 線 ４ ５ に 対 し て 、 第
２ の 穴 円 ４ ７ の 噴 孔 よ り も 小 さ い 角 度 を 有 し て い る 。 両 方 の 穴 円 ４ ６ ， ４ ７ の 噴 孔 は 、 こ
こ で は 図 示 さ れ て い な い が 、 円 周 方 向 の 角 度 だ け ず ら さ れ て い て 、 第 １ の 穴 円 の 噴 孔 の 燃
料 噴 流 が そ の 都 度 他 方 の 穴 円 の ２ つ の 噴 孔 の 間 に 噴 射 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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第 １ の 穴 円 ４ ６ は 中 心 軸 線 ４ ５ に 関 し て 第 １ の シ ー ル 座 ３ ８ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 相
応 し て 、 第 ２ の 穴 円 ４ ７ は 中 心 軸 線 ４ ５ に 関 し て 第 ２ の シ ー ル 座 ４ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ て
い る 。 両 方 の 弁 ニ ー ド ル ３ ５ ， ３ ９ が そ れ ら の 弁 閉 鎖 体 ３ ６ ， ４ ０ を も っ て そ れ ら の そ の
都 度 の シ ー ル 座 ３ ８ ， ４ ２ に 接 触 す る と 、 穴 円 ４ ６ ， ４ ７ は 燃 料 供 給 部 ４ ４ に 対 し て シ ー
ル さ れ て い る 。 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ３ ５ が そ の 弁 閉 鎖 体 ３ ６ を も っ て そ の 第 １ の シ ー ル 座 ３
８ か ら 引 き 離 さ れ る と 、 燃 料 供 給 部 ４ ４ か ら 第 １ の 穴 円 ４ ６ へ の 接 続 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ の 穴 円 ４ ６ の 噴 口 は 中 心 軸 線 ４ ５ に 関 し て 、 よ り 小 さ い 角 度 を 有 し て い る 。 こ れ に よ
っ て 燃 焼 室 内 に は 、 狭 い 、 わ ず か な 角 度 で 広 が る 燃 料 噴 流 が 生 ず る 。 第 ２ の 穴 円 ４ ７ は 、
ま だ 第 ２ の シ ー ル 座 ４ ２ に 接 触 し て い る 第 ２ の 弁 閉 鎖 体 ４ ０ を 備 え た 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル ３
９ に よ っ て 、 燃 料 供 給 部 ４ ４ か ら 遮 断 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 広 が る 燃 料 噴 流 が 望 ま れ る 場 合 に は 、 こ こ で は 示 し て い な い 第 ２ の ア ク チ ュ エ ー タ に
よ っ て 、 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル ３ ９ の 弁 閉 鎖 体 ４ ０ を そ の 第 ２ の シ ー ル 座 ４ ２ か ら 引 き 離 す こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 第 ２ の 穴 円 ４ ７ に も 、 燃 料 供 給 部 ４ ４ か ら の 接 続 、 ひ い て は 燃 料
室 ４ ３ か ら の 接 続 が 開 放 さ れ る 。 燃 料 噴 流 は 今 や 、 第 ２ の 穴 円 ４ ７ の 噴 口 に よ っ て 中 心 軸
線 ４ ５ に 対 し て 大 き な 角 度 で 噴 射 さ れ る 燃 料 に よ っ て 補 足 さ れ 、 こ の こ と は 燃 料 噴 流 の 広
が り を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は 代 替 的 な 本 発 明 に よ る 実 施 形 を 、 燃 焼 室 に 面 し た 、 燃 料 噴 射 弁 ４ ８ の 区 分 の 断 面 図
で 示 す 。 弁 体 ４ ９ 内 で 、 弁 座 体 ５ ０ が 配 置 さ れ て い て 、 弁 体 と 溶 接 継 ぎ 目 ５ １ に よ っ て 結
合 さ れ て い る 。 溶 接 継 ぎ 目 ５ １ は 中 心 軸 線 ６ １ を 中 心 と し て 円 形 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ の 燃 焼 室 に 面 し た 区 分 に お い て 一 体 に 弁 閉 鎖 体 ５ ３ と し て 構 成 さ れ て い る 第 １ の 中 空 円
筒 状 の 弁 ニ ー ド ル ５ ２ は 、 弁 座 体 ５ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 第 １ の 弁 座 面 ５ ４ を も っ て 第 １
の 内 側 の シ ー ル 座 ５ ５ と 協 働 す る 。 そ の 、 燃 焼 室 に 面 し た 区 分 に お い て 一 体 に 弁 閉 鎖 体 ５
７ と し て 構 成 さ れ て い る 第 ２ の 、 や は り 中 空 円 筒 状 の 弁 ニ ー ド ル ５ ６ は 、 第 ２ の 外 側 の シ
ー ル 座 ５ ９ の 、 弁 座 体 ５ ０ の 第 ２ の 弁 座 面 ５ ８ と 協 働 す る 。 図 ２ に 示 し た 実 施 形 と 異 な っ
て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル と し て の 図 示 は 、 こ こ に 示 し た 実 施 形 で は 、 取 り 替 え ら れ
て い る 。 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル ５ ６ は 内 側 の 縦 開 口 ６ ６ を 有 し て お り 、 こ の 中 に 第 １ の 弁 ニ ー
ド ル ５ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
燃 料 は こ の 実 施 形 で は 外 側 の 燃 料 供 給 部 ４ ４ の 代 わ り に 、 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ５ ２ の 内 孔 と
し て 構 成 さ れ て い る 燃 料 供 給 部 ６ ０ を 通 っ て 第 １ の 内 側 の シ ー ル 座 ５ ５ に 達 す る 。 燃 料 の
供 給 は 、 燃 料 供 給 部 ６ ０ 内 の 矢 印 に よ っ て 示 さ れ て い る 。 第 １ の 、 内 側 の 噴 口 穴 円 ６ ２ は
中 心 軸 線 ６ １ か ら 第 １ の シ ー ル 座 ５ ５ の 外 側 で 弁 座 体 ５ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の 外
側 の 噴 口 穴 円 ６ ３ は 、 中 心 軸 線 ６ １ か ら 第 ２ の シ ー ル 座 ５ ９ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 第
１ の シ ー ル 座 ５ ５ は 第 １ の 穴 円 ６ ２ を 燃 料 供 給 部 ６ ０ に 対 し て シ ー ル し 、 第 １ の シ ー ル 座
５ ５ 並 び に ま た 第 ２ の シ ー ル 座 ５ ９ は 第 ２ の 穴 円 ６ ３ の 噴 口 を 燃 料 供 給 部 ６ ０ に 対 し て シ
ー ル す る 。 両 方 の 穴 円 の 第 １ の 穴 円 ６ ２ と し て の 及 び 第 ２ の 穴 円 ６ ３ と し て の 図 示 も 、 図
２ の 相 応 す る 穴 円 に 対 し て 取 り 替 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
既 に 図 ２ に つ い て 述 べ た よ う に 、 第 １ の 弁 ニ ー ド ル ５ ２ が そ の 弁 閉 鎖 体 ５ ３ を も っ て 第 １
の シ ー ル 座 ５ ５ か ら 引 き 離 さ れ た と き に 、 相 応 し て 第 １ の 穴 円 ６ ２ が 燃 料 供 給 部 ６ ０ に 接
続 さ れ る 。 燃 料 噴 流 が 図 示 し て い な い 燃 焼 室 内 に 噴 射 さ れ る 。 第 １ の 穴 円 ６ ２ の 噴 口 の 角
度 及 び 配 置 に 応 じ て 、 燃 料 噴 流 の 形 成 が 行 わ れ る 。 と こ ろ で 内 燃 機 関 の パ フ ォ ー マ ン ス 特
性 の 特 定 に 運 転 点 に 相 応 し て 燃 料 噴 流 の 別 の 形 成 が 必 要 で あ る と き に は 、 付 加 的 に 、 こ こ
で は 図 示 し て い な い 固 有 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 完 全 に 無 関 係 に 制 御 す る こ と の で き る
第 ２ の 弁 ニ ー ド ル ５ ６ を 、 そ の 弁 閉 鎖 体 ５ ７ を も っ て 第 ２ の シ ー ル 座 ５ ９ か ら 引 き 離 し 、
か つ こ れ に よ り 燃 料 供 給 部 ６ ０ を 第 ２ の 穴 円 ６ ３ に 開 放 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
第 １ の 穴 円 ６ ２ 及 び 第 ２ の 穴 円 ６ ３ の 噴 口 の 角 度 の 整 向 及 び 配 置 は こ こ で 図 示 し て い る 図
３ の 実 施 形 に お い て 並 び に 図 ２ の 実 施 形 に お い て 相 応 し て 、 単 な る 例 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 操 作 さ れ る 弁 ニ ー ド ル を 有 し て い る 上 位 概 念 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 の
断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】
本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 の 第 １ 実 施 例 の 部 分 を 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ３ 】
本 発 明 に よ る 燃 料 噴 射 弁 の 第 ２ 実 施 例 の 部 分 を 断 面 図 で 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 燃 料 噴 射 弁 、 　 ２ 　 ノ ズ ル 体 、 　 ３ 　 弁 ニ ー ド ル 、 　 ４ 　 弁 閉 鎖 体 、 　 ５ 　 弁 座 体 、
　 ６ 　 弁 座 面 、 　 ７ 　 噴 口 、 　 ８ 　 シ ー ル 、 　 ９ 　 外 極 、 　 １ ０ 　 磁 石 コ イ ル 、 　 １ １ 　
コ イ ル ケ ー シ ン グ 、 　 １ ２ 　 コ イ ル 支 持 体 、 　 １ ３ 　 内 極 、 　 １ ４ 　 弁 ニ ー ド ル 案 内 、 　
１ ５ 　 調 整 デ ィ ス ク 、 　 １ ６ 　 燃 料 供 給 部 、 　 １ ７ 　 差 し 込 み 接 点 、 　 １ ８ 　 プ ラ ス チ ッ
ク 包 囲 体 、 　 １ ９ 　 導 線 、 　 ２ ０ 　 接 極 子 、 　 ２ １ 　 フ ラ ン ジ 、 　 ２ ２ 　 溶 接 継 ぎ 目 、 　
２ ３ 　 戻 し ば ね 、 　 ２ ４ 　 ス リ ー ブ 、 　 ２ ５ 　 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 、 　 ２ ６ 　 ギ ャ ッ プ 、
　 ２ ７ 　 作 業 ギ ャ ッ プ 、 　 ２ ８ 　 シ ー ル 、 　 ２ ９ 　 接 続 構 造 部 分 、 　 ３ ０ ａ 　 燃 料 通 路 、
　 ３ ０ ｂ 　 燃 料 通 路 、 　 ３ ０ ｃ 　 燃 料 通 路 、 　 ３ １ 　 燃 料 噴 射 弁 、 　 ３ ２ 　 弁 体 、 　 ３ ３
　 弁 座 体 、 　 ３ ４ 　 溶 接 継 ぎ 目 、 　 ３ ５ 　 第 １ の 弁 ニ ー ド ル 、 　 ３ ６ 　 弁 閉 鎖 体 、 　 ３ ７
　 第 １ の 弁 座 面 、 　 ３ ８ 　 外 側 の シ ー ル 座 、 　 ３ ９ 　 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル 、 　 ４ ０ 　 弁 閉 鎖
体 、 　 ４ １ 　 第 ２ の 弁 座 面 、 　 ４ ２ 　 内 側 の シ ー ル 座 、 　 ４ ３ 　 燃 料 室 、 　 ４ ４ 　 燃 料 供
給 部 、 　 ４ ５ 　 中 心 軸 線 、 　 ４ ６ 　 穴 円 、 　 ４ ７ 　 穴 円 、 　 ４ ８ 　 燃 料 噴 射 弁 、 　 ４ ９ 　
弁 体 、 　 ５ ０ 　 弁 座 体 、 　 ５ １ 　 溶 接 継 ぎ 目 、 　 ５ ２ 　 第 １ の 弁 ニ ー ド ル 、 　 ５ ３ 　 弁 閉
鎖 体 、 　 ５ ４ 　 第 １ の 弁 座 面 、 　 ５ ５ 　 シ ー ル 座 、 　 ５ ６ 　 第 ２ の 弁 ニ ー ド ル 、 　 ５ ７ 　
弁 閉 鎖 体 、 　 ５ ８ 弁 座 面 、 　 ５ ９ 　 シ ー ル 座 、 　 ６ ０ 　 燃 料 供 給 部 、 　 ６ １ 　 中 心 軸 線 、
　 ６ ２ 　 第 １ の 穴 円 、 　 ６ ３ 　 第 ２ の 穴 円 、 　 ６ ４ 　 縦 開 口 、 　 ６ ５ 　 案 内 開 口 、 　 ６ ６
　 長 開 口
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【 図 １ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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